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5. Streptococcus milleri group
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Streptococcus milleriは,ヒ トの 口腔 内 や 消

化 管 に常 在 す るGram陽 性 球 菌 で,種 々 の 感 染

症 の 起 炎 菌 に な る が,特 に膿 瘍 な どの 化 膿 性 疾

患 との関 連 が 強 くみ られ る 。S.milleriは,単 一

の 菌 名 とい う よ り口 腔 内 レ ンサ 球 菌 の 数 種 の 菌

種(S. anginosus, S. constellatus, S. inter-

medius)の 総 称 と し て 用 い ら れ て お り,"S.

milleri" group (SMG)の 表 記 が 使 わ れ る事 が

多 い(Bergeys manual, 1986)。 細 菌 分 類 学 的

に は曖 昧 な 部 分 が あ り,統 一 的 な 結 論 は未 だ得

られ て い な い 。 呼 吸 器 感 染 症 と して は,肺 化 膿

症,膿 胸 な どの化 膿 性 疾 患,ま た,成 人 で は市

中 肺 炎 の起 炎 菌 と し て報 告 され て い る が,小 児

科 領 域 か らの 報 告 は少 な い 。今 回,経 験 症 例(膿

胸 例)を 中 心 に成 人 領 域 か ら の報 告 と併 せ て検

討 し,臨 床 的 診 断 ・治 療 に 関 して 述 べ る。

(1) S. milleriの 分 類,分 離 同定

(2)　症 例 提 示(膿 胸2例):

共 に 重 度 の精 神 発 達 遅 滞 児 で,上 気 道 感 染

症 の た め 経 口 抗 生 物 質 投 与 後 に膿 胸 に な

り,胸 水よ りS. milleri,嫌 気性菌(Bacter-

oides spp., Enucleatum)が 分離 され,混

合感染が考えられた。

(3)　呼吸器疾患以外でのS. milleriお よびvir-

idans streptococciの 分離

(4)　市中肺炎の起炎菌 としての検討(成 人領域)

(5)　診断:

常在菌であ り,気 道感染症の起炎菌 として

の診断は容易ではない。成人では喀出痰で

の診断がなされ るが,小 児では困難である。

血液,胸 水からの分離S. milleriに 対する

血清抗体価の有意 な上昇が,診 断の根拠 と

なる。

(6)　治療(選 択抗菌薬剤):

PCG, CLDM, IPM/CS, VCMに は感性で

あるが,セ フェム剤,ニ ューキノロン剤 に

対 しては,低 感受性株が認 められる。好気

性菌,嫌 気性菌 との混合感染がみられ る事

が多いので,SMG以 外の分離菌 に対 して

も抗菌力のある薬剤の選択が大切である。
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